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１２

富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

富士河口湖町公認ネイチャーガイド研修第３期

河口湖フィールドセンターでの氷筍の成長

ショート・ニュース

　上九一色村南部との合併をにらんで、さらにエコツアーとして定着し発展させることを考えて募集された第３期の

研修ですが、年々関心が高まり45名もの応募があり、町内在住者に絞って2005年11月から実施させていただいていま

す。ここに１月までの研修会の様子を簡単に紹介しておきたいと思います。

　11月の初回は河口湖フィールドセンターで、エコツアーの考え方と先輩ガイド

の実例が披露されました。２回目からは西湖野鳥の森周辺に移り、富士山と青木

ヶ原の自然をテーマとして、11月30日には、「地質」（講師：元山梨地学会長口

野道男先生）について、12月15日には「植物」（講師：山梨県植物研究会長中込

司郎先生）について、そして1月18日には「鳥を中心とした動物」（講師：動物

写真家中川雄三先生）についての午前中の講義と午後の野外実習が行われました。

地質では、青木ヶ原を特徴づける溶岩地形と

して西湖コウモリ穴の中の溶岩ドームや縄状

溶岩、溶岩棚などについて、その特徴や出来方などを教えていただきました。植

物も、富士山全体の特徴と青木ヶ原に多く見られる植物について指導していただ

き、野鳥では、冬鳥を中心に西湖から野鳥の森にかけて見られた鳥を中心に解説

していただきました。1月18日には野生のリスも見ることが出来、実際に野外で

観察する機会を多く持つことの大切さを実感しました。

　2月には哺乳類と昆虫の講座とまとめを行い３期の研修会は修了となりますが、

更に3月には精進湖周辺での研修や、4月以降も１・２期生の方々に教えていただ

きながら実地研修をしていただく予定になっております。地元の大切な自然財産を守りつつ、富士山と周辺の自然の

素晴らしさを伝えたいという熱意を感じていますので、１・２期生同様、３期生の方々も意欲的に活躍していただけ

ると期待しております。

　西湖コウモリ穴の氷筍の成長が早いことを先月号でお知らせしましたが、12月から1月にかけて氷筍がどのように

成長するのかを、河口湖フィールドセンター西にある、丸く奥に伸びた溶岩樹型内で観察してみました（12月4日に

初雪という早くから雪の残った年ですが）。

　溶岩樹型の入口付近に出来たツララと氷筍は、ちょっと伸びただけでほとんど変化しませんでしたが、中央付近に

できた氷筍は、9日には太い方が約２cm、細い方が約５cmだったのが、13日には太い方が約5cm、細い方が約30cmにな

り、18日には太い方が約10cm、細い方は約80cmになり天上に着きそうでした（写真）。この後どうなるか期待してい

たのですが、23日には太い方はほとんど変わらなかったのに、細い方は天上にぶつかって折れたのか氷の固まりが散

乱し、氷筍自体は20cm位になっていました。28日は23日とほとんど変わらなかったの

ですが、1月11日に見に行ったら太い方は高さはほとんど変わらず太さが半分くらい

になり、細い方はなくなってしまっていました。

　氷筍ができるためには雪が残っていることが必要条件ですが、溶岩樹型内の場所に

よって、できる場所とできない場所があること、さらには太く成長する場所と細く成

長する場所があること、小さくなることもあることなど、微妙なバランスの中で成長

していることがわかってきました。これからも春まで変化を見守って行こうと思って

います。

・山梨県環境科学研究所主催のシンポジウム「富士山貞観噴火と青木ヶ原溶岩」が1月15日(日)に勝山ふれあいセン

　ターで開催され約130人が参加しましたが、町長を筆頭に、ネイチャーガイド・ふるさとガイドなどの富士河口湖

　町在住の方々が多数を占めました。「少し難しかったけれど、青木ヶ原やせの海の出来方がよくわかった」などの

　感想が聞かれました。

・絶滅危惧種ミヤマシジミの越冬卵調査も、１月から3月の雪のない時期に実施する予定です。

・飼育室で越年したゲンジボタル幼虫は、今年は例年に比べて成長が早いように感じています。
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

リ
レ
ー
こ
ら
む

　
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
を
み
る
と
、幼
児
虐
待
、誘
拐
、

地
震
、
大
雪
、
更
に
耐
震
構
造
設
計
偽
造
問
題
な

ど
悪
い
こ
と
ば
か
り
目
に
つ
く
。
自
然
災
害
は
と
も

か
く
人
災
は
許
せ
な
い
。
憤
り
を
感
じ
る
毎
日
で
あ

る
が
、私
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
さ
わ
や
か
な
出

会
い
と
い
う
か
機
会
が
あ
っ
た
。

　
市
川
三
郷
町
国
際
交
流
協
会
の
奥
野
会
長
さ

ん
の
お
話
を
聞
い
た
。
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
国
際

交
流
を
考
え
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
ぶ
ん

そ
の
会
場
で
は
彼
女
が
最
高
齢
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、率
先
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
た
り
、ご

自
分
も
出
か
け
た
り
ま
た
、
国
際
情
勢
に
つ
い
て
も

熱
く
語
る
。
彼
女
に
し
て
み
れ
ば
日
頃
の
活
動

を
話
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
そ
の
姿
に
、
何
も
で
き
な
い
で

い
る
私
は
す
ご
く
清
涼
感
を
感
じ
た
。
ま
た
国

際
交
流
然
り
何
を
す
る
に
も
結
局
は
人
間
関
係

を
深
め
る
こ
と
、
相
手
を
思
い
や
る
心
が
大
切

と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
日
頃
の
忙
し
さ
に
流
さ
れ
な

い
で
、
彼
女
を
見
習
っ
て
社
会
を
し
っ
か
り
見
、
勉

強
し
、
何
も
で
き
な
い
私
を
卒
業
し
よ
う
。

　
　
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
堀
内
和
子

2月8日、22日、3月8日、22日

毎月第2･第４水曜日

相談は予約制（無料）です。

町中央公民館第2会議室

13：30～15：30

つぎの電話番号で受付けます。 ℡７２－６０５３

相談時間

会   場

　
正
式
に
は
「
山
梨
県
社
会
教
育
放
送
研
究
会
」

と
い
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
「
社
放
研
」
と
略
し

て
言
い
合
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
そ

う
な
名
前
で
す
が
、
活
動
内
容
は
決
し
て
む
ず
か

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
山
梨
放

送
、
テ
レ
ビ
山
梨
の
放
送
三
社
と
行
政
、
民
間
が

一
緒
に
な
っ
て
放
送
を
媒
体
と
し
て
行
う
生
涯
学

習
の
会
で
す
。

　
昭
和
47
年
に
発
足
し
て
今
年
で
33
年
目
に
な
り

ま
す
。
県
内
に
は
各
支
部
が
あ
り
、
富
士
河
口
湖

支
部
で
も
県
の
学
習
会
へ
の
参
加
や
支
部
独
自
の

学
習
も
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
内
容
は
、
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
様
々

な
事
柄
の
中
か
ら
変
貌
の
激
し
い
現
代
、
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
学
習
課
題

と
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
食
の

問
題
、
教
育
問
題
、

環
境
問
題
、
国
際
経

済
問
題
等
多
方
面

に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
支
部
で
の
最
近

の
番
組
は
、「
父
親

の
決
断
」
、「
裁
判
」
、

「
新
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」
、
「
必
要
な
人

だ
か
ら
」
等
で
す

が
、
1
月
19
日
に
視
聴
し
た
番
組
は
山
梨
放
送
放

映
の
「
あ
せ
ら
ん
ち
ょ
　
よ
か
」（
熊
本
弁
）
、
不
登
校

の
子
ど
も
た
ち
を
取
材
し
た
内
容
で
し
た
。
和
気
藹

々
の
中
で
楽
し
く
仲
間
と
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
は
知
識
の
泉
で
す
。
放
送
局
へ
の
提
言

も
で
き
ま
す
。
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
あ

り
ま
す
。
幅
広
く
多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
も
あ

り
ま
す
。

 

「
社
放
研
」
で
は
、
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
一
緒
に
番

組
を
視
聴
し
て
あ
な
た
の
感
想
、
意
見
を
話
し
合

い
な
が
ら
、
あ
な
た
自
身
に
、
そ
し
て
あ
な
た
の

家
族
に
、
ま
た
あ
な
た
の
友
達
に
何
か
新
し
い
発

見
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
年
会
費
は
千
円
で

す
。
お
問
合
せ
、
お
申
込
み
は
外
川
美
和
子
（
℡
72-

１
１
６
０
）
ま
で
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

＝
グ
ル
ー
プ
紹
介
＝

「
山
梨
県
社
会
教
育
放
送
研
究
会

　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
支
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 

会
長
　
外
川
美
和
子
　
　

「
社
放
研
」
っ
て
ど
ん
な
会
？

2月・3月の女性なんでも相談日

（第２･第４水曜日）
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１４

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
児 

慰
問

　
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
英
語
劇
披
露

マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
児 

慰
問

　
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
英
語
劇
披
露

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

　
　
パ
ソ
コ
ン
貸
出
中

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

　
　
パ
ソ
コ
ン
貸
出
中

　
小
立
の
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
（
庄
司
マ
リ

ア
園
長
）
は
、
12
月
22
日
（
木
）
に
、
町
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
」
を
訪
れ
、
英
語

劇
な
ど
を
披
露
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
き
ま
し
た
。
年
長
組
（
ワ
ラ
ビ
ー
ク

ラ
ス
）28
名
が
お
年
寄
り
22
名
の
前
で
、か
わ

い
い
衣
装
を
身
に
つ
け
、
イ
エ
ス
生
誕
を
描

い
た
英
語
劇
『
ザ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ク
リ
ス
マ

ス
』を
演
じ
、ハ
ン
ド
ベ
ル
を
使
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
園
児
と
お
年
寄
り
で
『
お
正
月
』
を

合
唱
し
た
り
、園
児
手

作
り
の
カ
ー
ド
を
お

年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚

園
は
毎
年
慰
問
し
て

く
だ
さ
り
今
で
は
高

齢
者
も
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
視
覚
障
害
者

か
ら
「
点
訳
し
て
」
と
の
要
望
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
に
依
頼
し
、お
応
え
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
、バ
ス
の
時
刻
表
、選
挙
の
立
候
補

者
名
簿
、本
等
を
点
訳
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、社
協
で
は
、

国
庫
補
助
事
業
「
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事

業
」の
一
環
と
し
て
、点
訳
を
目
的
と
し
た
パ

ソ
コ
ン
を
昨
年
購
入
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
に
貸
出
、ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
「
点
訳
が

能
率
よ
く
で
き
て
、活
動
に
役
立
っ
て
い
る
」

と
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、広
島
県

で
開
催
さ
れ
た

『
日
本
盲
人
福
祉

施
設
大
会
』で

中
島
み
よ（
河
口
）

さ
ん
が
、
視
覚
障
害
者
へ
の
奉
仕
活
動
者

の
点
訳
部
門
に
お
い
て
、
日
本
盲
人
福
祉

施
設
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
受
賞
は
、
長
年
に
渡
り
障
害
者
の

た
め
の
点
訳
、校
正
、パ
ソ
コ
ン
指
導
な
ど

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ

ス
の
推
薦
で
、
今
回
の
表
彰
に
至
り
ま
し

た
。中
島
さ
ん
は
、町
内
の
点
訳
サ
ー
ク
ル

「
ス
カ
ラ
」（
藤
田
照
子
会
長
）の
指
導
者
と

し
て
も
、ご
活
躍
し
て
い
ま
す
。

中
島 

み
よ 
さ
ん
　

　
日
盲
協
の
点
訳
奉
仕
活
動
者
で
表
彰

「メリークリスマス! &
　　ハッピーニューイヤー」

　
職
場
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
結
婚
相
手
に

め
ぐ
り
あ
う
機
会
の
少
な
い
方
の
た
め
に
、

町
で
は
結
婚
相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
所
で
は
、
結
婚
相
手
の
紹
介
や

相
談
に
応
じ
、
生
涯
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
捜

し
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
19
名
の
相
談

員
が
お
互
い
の
情
報
交
換
し
な
が
ら
お
応
え

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　＝
相
談
員
の
紹
介(

敬
称
略)

＝

【
船 

津
】

 

　
塚
原
　
　
一
　
　
72-

２
３
０
３

 

　
梶
原
智
恵
子
　
　
72-

０
４
０
９

 

　
五
味
キ
エ
子
　
　
72-

１
７
５
３

【
小 

立
】

 

　
広
瀬
　
恭
平
　
　
72-

０
７
４
０

 

　
赤
池
　
静
男
　
　
72-

０
２
４
２

 

　
渡
辺
か
め
子
　
　
72-

０
１
８
１

 

　
渡
辺
ふ
み
江
　
　
72-

２
２
３
３

【
大 

石
】

 

　
堀
内
ち
か
子
　
　
76-

７
８
２
３

 

　
堀
内
　
初
美
　
　
76-

７
７
５
８

【
河 

口
】

 

　
古
屋
ま
つ
子
　
　
76-

７
９
４
５

 

　
渡
辺
　
　
巴
　
　
76-

７
６
２
９

【
勝 

山
】

 

　
小
佐
野
　
近
　 

83-

２
４
５
３

 

　
小
佐
野
之
婦
子 

　
83-
２
７
９
３

 

　
在
原
か
な
江 

　
83-
２
９
２
６

 

　
流
石
　
勝
子
　
　
83-

２
４
３
７

【
足
和
田
】

 

　
宮
下
　
昭
夫
　
　
82-

２
０
９
６

 

　
三
浦
　
捷
美
　
　
82-

２
４
９
８

 

　
渡
辺
　
　
毅
　
　
82-

２
３
８
１

 

　
渡
辺
　
美
明
　
　
82-

２
１
３
４

■
相
　
　
談
･
･
･
直
接
相
談
員
に
相
談
。

　
又
は
、
事
務
局
に
相
談
カ
ー
ド
を
提
出
。

　
　
　
　
　(

毎
月
第
１
火
曜
日
定
例
会)

■
申
込
手
続
･
･
･
相
談
カ
ー
ド
、
写
真
２
枚

　
　
　
　
　
　(

ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
可)

■
相
談
費
用
･
･
･
町
内
外
を
問
わ
ず
無
料

●
問
合
せ
･
･
･
町
社
協(

72-

１
４
３
０)

■
日
　
時
･
･
･
平
成
18
年
３
月
25
日

■
場
　
所
･
･
･
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖

　
　
　
　
　 
 

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
美
術
館

■
対
象
者
･
･
･
26
歳
以
上
の
独
身
男
女

■
参
加
費
･
･
･
男
性
２
千
円
・
女
性
千
円

■
〆
　
切
･
･
･
３
月
17
日
ま
で
！

●
問
合
せ
・
申
込
先

　
　 

富
士
河
口
湖
町
結
婚
相
談
所

　
　
　
　 
 

　 
 
 

　
72-

１
４
３
０

　
　 

富
士
吉
田
市
結
婚
相
談
所

　
　
　
　 
 

　 
 
 

　
24-

２
９
４
０

ま
じ
め
な
お
付
き
合
い
を
求
め
る

 

独
身
男
女
へ
送
る
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

ま
じ
め
な
お
付
き
合
い
を
求
め
る

 

独
身
男
女
へ
送
る
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集
中

『
結
婚
相
談
所
』
か
ら
の

 
 

お
知
ら
せ
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

　図書館は休館ですが、毎月行っている読み聞かせ会は開催していますので、

お誘い合わせてお出かけください。

★うさぎのおやこ(日本語)  2月21日(火)

　　　　　　　　　　　　 3月28日(火) 　　　　　

中央公民館　和室

★ブラウンベア(英  語) 2月14日(火)

　　　　　　　　　　　　 3月14日(火) 　　　　　

中央公民館　和室

読み聞かせ会のお知らせ

休館のお知らせと返却のおねがい

10:30～

10:30～

＝新図書館ミニ情報＝

　前回もお知らせしましたが、新図書館(役場西側に建設中)へ

の移行準備の為、1月から貸出及び閲覧を休ませていただいてい

ます。新図書館の開館予定の7月まで休館となりご迷惑をおかけ

していますがご協力をお願いします。

　現在の準備の状況をお知らせします。新図書館では最新の技

術を活用した「ICタグ」によって資料を管理します。これによ

り利用者が自分で貸出処理をすることも可能になります。その

ために図書館で所蔵している資料(約15万点)全てにICタグをつ

ける作業が必要となり、現在大勢のボランティアさんの協力を

得ながら行っています。

　そのため現在貸出している資料も全て一旦回収する必要がありますので、まだ図書館の資料を借りら

れている方はお早めに返却してください。(大石・河口分館で借りられている方は本館に返却されても構

いません。)

　広報「本のある広場」は、3月号はお休みし、4月号から掲載していきます。

　新図書館の状況についても、このコーナーで随時お知ら

せしていく予定です。

　▼図書館には、どんな部屋がありますか？▼　

　広々とした開架書庫を中央に、いろんな皆さんに対応す

る各種学習室、幼児・児童創作室、富士山・郷土学習室、

また、展示・パソコン・ヤング情報・学習の各コーナーや

ＡＶブースも配置されています。 着々と建設が進んでいる新図書館
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総
合
窓
口
課
か
ら
お
知
ら
せ

　
　
＝
児
童
手
当
に
つ
い
て
＝

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
　
学
生
募
集

＝
訓
練
生
募
集
＝

＝
在
職
者
訓
練
＝

「
県
民
文
化
祭
　
み
ん
な
の
手
芸
展
」
開
催
！

船
津
財
産
区
業
務
員
募
集
！

参
加
者
募
集

そ 

の 

他

■
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
１
０
０
０
円

■
対
象
者
　
主
と
し
て
新
卒
の
新
入
社
員

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

■
日
　
程
　
４
月
６
・
７
日
（
２
日
間
）

■
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
定
　
員
　
15
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
使
う
方

第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準
備
講
座

■
日
　
程
　
４
月
10
・
11
・
13
・
14
・
17
・
18
・
20
・
21
・
24
・
25

　 
 
 
 
 
 
 
 

27
・
28
・
５
月
８
・
９
・
11
・
12
日
（
16
日
間
）

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
午
後
８
時
50
分

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
４
２
０
０
円

■
対
象
者
　
第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
を
受
験
し
よ
う

　
と
す
る
方

中
高
年
齢
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
基
礎
編

■
日
　
程
　
４
月
19
・
20
・
21
日
（
３
日
間
）

■
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
対
象
者
　
中
高
年
齢
者

●
受
付
・
お
問
合
せ
先
　

　
　
　
　
　
ｔ
ｅ
ｌ
　
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
1

　
　
　
　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
2

　
都
留
高
等
技
術
専
門
校
（
都
留
市
小
形
山
１
番
地
）

＊
各
講
座
と
も
開
講
日
２
ヶ
月
前
か
ら
先
着
順
。
申
込

　
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
（
規
定
用
紙
を
請
求
下
さ
い
）
。

　
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
日
　
時
　
２
月
18
日
（
土
）
～
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
の
み
４
時
ま
で
）

■
場
　
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

集
う
仲
間
と
と
も
に
、
山
梨
・
日
本
・
世
界
・
現
代
社

会
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
募
集
人
員
　
各
学
園
40
名
（
南
都
留
他
８
学
園
）

■
募
集
期
間
　
～
３
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
入
学
資
格
　
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
で
、
健
康
で
学
習
意
欲
の
あ
る
方
。

■
終
業
年
限
　
2
ヵ
年

■
学
費
な
ど
　
基
本
学
習
費
を
徴
収
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先
　
富
士
北
麓
・
東
部
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4
‐
45
‐
7
8
2
1
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
教
育
委
員
会

機
械
科
・
服
飾
科

■
期
　
間
　
４
月
～
９
月
（
６
ヶ
月
間
）

■
資
　
格
　
公
共
職
業
安
定
所
の
求
職
申
込
者

■
受
講
料
　
無
料
（
教
科
書
代
等
は
自
己
負
担)

■
申
し
込
み
　
２
月
27
日
ま
で

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
期
　
間
　
４
月
～
３
月
（
１
年
間
）

■
資
　
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
（
平
成
18
年

　
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
で
、
原
則
と
し
て
30
歳

　
以
下
の
求
職
者

■
入
学
金
・
授
業
料
　
無
料
（
教
科
書
代
等
は
自
己
負
担
）

■
申
し
込
み
　
２
月
24
日
ま
で

●
お
問
合
せ
先
・
訓
練
場
所
　

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
1

　
都
留
高
等
技
術
専
門
校
（
都
留
市
小
形
山
１
番
地
）

新
入
社
員
講
座

■
日
　
程
　
４
月
４･

５
日
（
２
日
間
）

　
２
月
は
児
童
手
当
等
の
支
給
月
で
す
。

支
給
日
に
つ
い
て
は
、
２
月
10
日
（
金
）
で
す
。

支
給
内
容
に
つ
い
て
は
、
10
月
・
11
月
・
12
月
・
１
月

分
の
合
計
４
ケ
月
分
で
す
。

　
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
各
自
指
定
の
金
融
機
関
等
に

振
込
し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
期
の
支
給
月
に
つ
い
て
は
、
６
月
12
日
（
月
）

で
す
。
支
給
内
容
に
つ
い
て
は
、
２
月
・
３
月
・
４
月
・
５
月

分
の
合
計
４
ケ
月
分
で
す
。

　
船
津
財
産
区
で
は
、
三
ノ
段
・
天
上
山
等
の
区
有
地

を
管
理
す
る
業
務
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
履
歴
書
と
健
康
状
態
が
わ
か
る
診
断
書
等
（
町
で

行
う
健
康
診
断
の
結
果
表
で
も
可
）
を
持
参
し
、
町
役

場
二
階
・
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
へ
３
月
15
日
ま

で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
採
用
可
否
の
連
絡
は
管
理
会
で
の
選
考
後
と

な
り
ま
す
。

■
業
務
内
容
　
区
有
地
内
の
伐
採
・
下
刈
り
・
清
掃
等

■
採
用
人
員
　
若
干
名

■
勤
務
場
所
　
天
上
山
・
三
ノ
段
他
船
津
財
産
区
有
地

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
～
11
月
ま
で
の
期
間
雇
用
）

●
問
合
先
　
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
１
１
１
２

　
平
成
十
八
年
度
学
生
を
募
集
し
ま
す
。「
共
に
学
び
、
明

日
へ
の
生
き
が
い
を
つ
く
る
」
を
目
標
に
、
長
年
培
っ

て
き
た
知
識
や
技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、
県
下
９
学
園
に
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（
社
）
富
士
五
湖
青
年
会
議
所 

２
月
公
開
例
会

 
 

「
地
域
活
性
化
は
独
自
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
！
」

町
村
合
併
に
よ
り
、
労
働
基
準
監
督
署
・

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
管
轄
が

　
　
変
更
に
な
り
ま
す
！

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

■
無
料
弁
護
士
相
談

◆
日
　
時
　
毎
月
５
、
15
、
25
日
　
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
（
こ
の
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
直
後
の
平
日
）

◆
場
　
所
　
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　
　
　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
　
　
　
　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

◆
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
　
℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6
～
9

◆
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局

　
　
℡
0
5
5
4
‐
45
‐
7
8
0
0
　
内
線
2
0
4
1

◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
各
種
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
係
る
い
ろ
ん
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
地
方
相
談
室

　
　
℡
24
‐
９
０
３
０
（
吉
田
合
同
庁
舎
内
）

■
内
　
容
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
編
み
物
、
染
色
、
粘
土

　
　
　
　
　
細
工
、
陶
芸
、
切
り
絵
、
押
し
花
、
生
活

　
　
　
　
　
小
物
細
工
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど

●
問
合
先
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
℡
24-

4
4
0
6

■
講
　
師
　
鈴
木
　
英
敬
　
氏 

 
(

経
済
産
業
省)

　
構
造
改
革
特
区
の
立
ち
上
げ
か
ら
広
報
、
定
着
ま
で
、

全
て
に
関
わ
る
、
自
称
「
構
造
改
革
特
区
の
営
業
マ
ン
」
。

経
済
産
業
省
構
造
改
革
担
当
者
が
特
区
の
魅
力
を
富
士

五
湖
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
！

■
日
　
時
　
２
月
18
日
（
土
）

■
場
　
所
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
「
芙
蓉
の
間
」

■
講
演
開
始
　
午
後
３
時
～
４
時
10
分

■
入
　
場
　
無
料

市町村名 変更日 旧管轄 新管轄

上九一色村(南部)

精進・本栖

富士ヶ嶺

18年3月1日
鰍沢労働基準監督署
(0556-22-3181)

都留労働基準監督署
(0554-43-2195)

鰍沢公共職業安定所
(0556-22-8689)

富士吉田公共職業安定所
(0555-23-8609)

(注) 上九一色村の事業所では、今回の管轄変更に伴い、労働保険番号と雇用保険事業所番号が

　　変更になります。新しい番号は、追って事業所あて通知することとしています。

場　所 時　間 弁護士相談

町交流
センター

10時
　～14時

10時
　～12時

午後1時
　～4時

午後1時
　～3時

足和田
　出張所

勝山ふれあい
センター

日 時　2月20日(月)

今月の行政相談

心配ごと相談日


